
2021年度第１回防災拠点運営委員会　メモ
　　　　　　　　　2021/10/16　9:30～
　　　　　　　　　緑小学校体育館

１：新委員長挨拶、事務局メンバー紹介、2020年度決算報告、2021年度活動と決算報告
　　メモ省略
２；2020年度活動予定　　11/20 9:30より防災訓練を行いたい。
　　市内で9:00に震度６弱の地震発生。電気・ガス・水道のインフラが止まった。
　　固定・携帯の電話が不通になったとの想定。
３：防災訓練は次の項目を中心に行いたい。
　A)要援護者が避難してきたときの対策。このための福祉避難所の開設。
　B)食料配布訓練。今年は自宅にいる人に食料を配布する練習を行いたい。
　C)給水訓練。耐震給水栓より給水を受けて持ち帰る練習。
４：庶務班、情報班、食料物資班、救出救護班の活動予定を各班に分かれて確認。
　　スケジュール(A3資料)参照。

緑自治会で防災拠点運営委員以外の行う事。

１：自治会の安否確認。緑自治会では会として安否確認システムはないので
　　各自が隣近所で要援護者がいないか出来る限り確認して避難所に報告する。
　　今回は仮に要援護者が発生していると言う事で1名を報告する。
　　この1名は誰かと一緒に避難所に行く。又は救出救護班の助けで避難所に行く。
　　この1名は他自治会から集まった何人かを調べて必要なら福祉避難所
　　(ケアプラザを予定)に移送される(ケアプラザが自動車を用意する予定)。
　　(練習なので初めから福祉避難所へ行きたくないと言って置けば選ばれないと思う)
２：(自宅で避難している人への)食料配布訓練。避難所に行けない人、自宅にいるけど
　　食料がない人などのため、避難所で自治会が食料を受け取り、自治会で配布する。
　　今回は自治会で数名設定してその分を緑小学校避難所で自治会で受け取り小学校の
　　場所で配分する。
　　だからこの数名は訓練に参加する必要ある。(登録委員として任命されている人は
　　それなりの役が有るので委員以外が望ましい。自治会役員の2-3名で良いと思う。)
３：食料と同時に水の持ち帰り訓練。緑小に耐震給水栓(地震で断水しても本管に
　　近くて断水する率が低い蛇口)よりみづを持ち帰るため大きめのペットボトル又は
　　給水バックで各自の家まで水を運ぶ。各自で２Ｌ程度のペットボトル持ってくる。
　　又は第２公園の緑自治会倉庫にある給水バックを使ってみる。
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